
・申請書１ページ目

傷病手当金支給申請書の記入のポイント

被保険者の氏名（カナと漢字の両方）をご記入ください。

氏名をカタカナで登録している（外国語名等）方は、両方ともカタカナ
名でご記入ください。
※ 被保険者が亡くなっている場合は、申請を行う相続人の氏名を
ご記入ください。

公金受取口座への振込みの希望の有無について必ず記入してください。

（公金受取口座を活用できるのは被保険者だけです）

下段の振込先情報（金融機関名や口座番号など）については、公金受取

口座への振込みを希望しない場合のみ記入してください

※ 振込先は被保険者（申請者）の口座をご記入ください。



・申請書２ページ目

必ず原因についてご記入ください。通勤途中または業務に起因する
傷病の場合は労災に該当する可能性がありますのでお近くの

労働基準監督署にご確認ください。

必ず を入れてください

必ず具体的な仕事内容（「経理事務担当」等）をご記入ください。

事業主証明（申請書３ページ目）に、申請期間中に支給された
賃金が記入されている場合、必ず「１」をご記入ください。
記入されている賃金に誤りがある場合は事業所担当者に

ご確認の上、訂正してもらってください。



・申請書３ページ目-①

２ページ目の申請内容①に記入した申請期間中で、出勤した日のみ「〇」を

ご記入ください。（有給、公休、欠勤日については記入不要です）

※ 申請期間中に出勤していない場合は申請期間の対象年月のみご記入ください。

２ページ目の申請内容①に記入した申請期間中で、出勤していない日に対して

賃金（各種手当や有給分など）を支給している場合はご記入ください。

 詳しい記入例については次のページをご覧ください。

※ 申請期間中に該当する賃金がない場合は、期間も含めて記入は不要です。

事業主証明は、日本年金機構に登録している事業所所在地・
事業所名称・事業主氏名をご記入ください。

（支店の所在地や事業主以外の氏名を記入すると、訂正の対象となります。）

証明日は申請期間終期以降の日付を記入し、終期経過以降に提出してください。



・申請書３ページ目-②

賃金支払状況の記入方法について

賃金欄に記載必須な例

賃金欄に記載不要な例

・ 申請期間中に欠勤控除をせず支給した固定的な手当

・ 申請期間中に取得した有給分の賃金
  ※間をあけて複数取得している場合は連続した期間ごとにご記入ください。

・ 出勤日に対して支給した賃金（固定でない残業代含む）

・ 賃金計算期間に支給した賃金の総額

・ 申請期間中に報酬がない場合

・ 賞与等、一時的に支給した賃金

0 8  0  1         0  1             0  8         0  1         3  1                                    0      

【申請期間】 令和8年1月15日～令和8年1月31日
【給与締日】 末日締め
【支給した賃金】 通勤手当（10,000円/月） 資格手当（5,000円/月）

 有給（9,000円/日） 有給取得日・・・1月13日、1月16～20日、1月23日 の場合

0 8  0  1         0  1             0  8         0  1         3  1 1 5  0  0 0

0 8  0  1         1  6             0  8         0  1         2  0 4  5  0  0   0

0 8  0  1         2  3             0  8         0  1         2  3   9  0  0   0

・・・通勤手当と資格手当 
の合計額

・・・有給（1月16～20日分）

・・・有給（1月23日分）

今回の場合、1月13日分の有給は申請期間外のため記入不要となります。

例）

記入例
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